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基礎条件の設定
温  度

低粘性樹脂の場合はDDSCのピーク値1

Z2の温度＋α＜TGの分解温度－30ºC3

Z2の温度－10ºC2
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基礎条件の設定
背  圧

15～20kgf/cでストレートの設定1
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基礎条件の設定
サックバック

0～3mm/sec1
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基礎条件の設定
スクリュ回転数

φ16～32mmの参考値1

樹脂粘性により決定  設定はストレート2
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樹脂粘性
高粘度
中粘度
低粘度
光学系

樹脂例
POM・PPS・Elastomer

PA46・PBT・PC

LCP

APEL・ZEONEX

スクリュ回転数
100～150rpm

150～250rpm

300～400rpm

150～200rpm
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基礎条件の設定
計量遅延

保圧残圧の影響をなくすため0.1～0.5secに設定1
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基礎条件の設定
GSバルブ

φ16mmの回転数例3
動作選択 : 反転1

角度 : 120deg4

20rpm5

遅延 : 0.05～0.5sec2
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樹脂粘性
高粘度
中粘度
低粘度

樹脂例
POM

PA46

LCP

GSバルブ回転数
10～40rpm

20～50rpm

40～70rpm
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GSローダの設定
飢餓供給状態

同期率を低くして飢餓状態からスタート1
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GSローダの設定
飢餓供給状態

樹脂が寄り道するため
計量時のスクリュ後退がS字カーブに

1

計量時間がばらつく2

Z1.5の温度が高めに4

不十分な混練でピーク圧がばらつく3
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GSローダの設定
SL融解状態

同期率を上げてSL融解状態に1
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GSローダの設定
SL融解状態

計量時のスクリュ後退が直線に1

計量時間が安定2

Z1.5の温度が低めに4

射出圧が安定3
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GSローダの設定
剪断発熱状態

さらに同期率を上げると剪断発熱状態に1
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GSローダの設定
剪断発熱状態

計量時に「ネジ抜き」現象が発生1
計量時の回転トルクの上昇とともに
背圧もばらつく

2

Z1.5の温度が高めに4

「ネジ抜き」によって樹脂密度が低下するため
ショートショットが起きる

3
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GSローダの設定
設定の順序

飢餓供給から剪断発熱になるまで
同期率を上げる

1

SL融解状態になるように
同期率をもどす

SL融解状態(同期率15%)

飢餓供給状態(同期率10%)

剪断発熱状態(同期率23%)

2
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波形表示の設定
波形画面を開く

波形表示画面を開く
各項目が未設定の場合はこのような画面

1

「2波形表示」を押す2
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波形表示の設定
トリガの設定

グラフ下部の設定キーを押してCH1～4・
CH5～8のトリガ設定ウインドウを開く

1

ウインドウの下の「Trig」キーを押す2
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波形表示の設定
トリガの設定

トリガ項目設定ウインドウが開く1

CH1～4には「充填開始」・
CH5～8には「計量開始」を設定する

2
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項目設定後「Total Time」キーを押す3
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波形表示の設定
トリガの設定

グラフ横軸(表示時間)設定
ウインドウが開く

1

CH1～4は射出と保圧の合算時間を
目安に数値を選んで設定する

2

SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック

CH5～8は計量時間を目安に数値を選んで設定する3
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波形表示の設定
表示項目の設定

何も表示のないところを押すと
設定ウインドウが閉じる

1

表示項目の「入/切」「重書」
「グリッド」「単位表示」キーを押す

2
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波形表示の設定
チャンネルの設定

設定するチャンネルキーを押す1
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チャンネルの設定ウインドウが開く2
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波形表示の設定
チャンネルの設定SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック

チャンネルの項目設定ウインドウが開く2

CH1には「スクリュ位置」キーを押して
設定する

3

最下段の項目設定キーを押す1
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波形表示の設定
チャンネルの設定SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック

CH1 : 「スクリュ位置」に続いて以下のように設定する 1

CH2 : 「保圧検出」2

CH5 : 「背圧検出」3

CH8 : 「回転トルク」6

CH7 : 「回転検出」5

CH6 : 「スクリュ位置」4
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波形表示の設定
チャンネルの設定

項目設定後にグラフ上下限(表示範囲)の数値を
順に設定する

1
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チャンネル設定ウインドウの▲(上限)・▼(下限)の
キーを押してテンキーで数値を入力する

3

設定するチャンネルキーを押す2
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波形表示の設定
チャンネルの設定

CH8の上限には25(%)・
下限には0(%)を設定する

2
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CH8はテンキーではなく
図のような選択ウインドウが開く

1
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波形表示の設定
チャンネルの設定SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック

CH1「スクリュ位置」 上限 : 射出開始位置 /下限 : 最小クッション位置2

以下の設定値の目安を参考に各項目を入力する1

CH2「保圧検出」 上限 : 最大射出圧x1.1倍 / 下限 : 03

CH5背圧検出 上限 : 設定値x1.5倍 / 下限 : 04

CH8回転トルク 上限 : 25 / 下限 : 07

CH7回転検出 上限 : 設定値x1.5倍 / 下限 : 06

CH6「スクリュ位置」 CH1に同じ5
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波形表示の設定
チャンネルの設定SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック 12



波形表示の設定
正しい表示SPIRAL LOGIC 設定ガイドブック

上段のグラフが射出・下段のグラフが計量を表示し
条件設定が正しいかどうかの確認が可能に

13


	jp-00
	jp-01
	jp-02
	jp-03
	jp-04
	jp-05
	jp-06
	jp-07
	jp-08
	jp-09
	jp-10
	jp-11
	jp-12
	jp-13
	jp-14
	jp-15
	jp-16
	jp-17
	jp-18
	jp-19
	jp-20
	jp-21
	jp-22
	jp-23
	jp-24
	jp-25
	jp-26

